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 要  旨 
パラメトリックスピーカは指向性の鋭さに特徴を持つスピーカである．このスピーカは，
振動板から直接音を空気に伝える従来のスピーカとは異なり，超音波エミッタから超音
波を放射し，空気の非線形性によって可聴音となる二次波が発生する．従来のスピーカ
と音の発生原理が異なるため，音の方向定位や距離定位に違いがあると考えることが出
来る．なぜならば，両耳間強度差や時間差，周波数や反射音など様々な要因が音源定位
に影響を及ぼすが，ダイナミックスピーカを使用した場合と，パラメトリックスピーカ
を使用した場合では，これらの要因が変化するためである．パラメトリックスピーカは
指向性が鋭いため音軸から外れたときに両耳間強度差が大きくなる．また，周囲の壁な
どによる反射音は少なくなり，スピーカ正面にある物体からの反射が目立つようになる．
他にも可聴音と同時に生成される高調波成分によって音に含まれる周波数が増える．こ
のような違いが音源定位に与える影響を，ダイナミックスピーカなどと比較を交えつつ
聴覚実験で明らかにした．  
まず，通常間違えることの多い前後の定位について調べ，パラメトリックスピーカのほ
うが誤認識が少なくなることを確認した．パラメトリックスピーカの前面に生成される
仮想音源や，原理上発生する高調波による影響が原因と考えられた．このことから，歩
行誘導において前後方向を間違えにくくなるという利点がわかった．次に水平面におけ
る方向定位を調査したところ，スピーカが人の前方斜め方向にあったときに，従来のス
ピーカとくらべてパラメトリックスピーカのほうがより外側に定位することがわかっ
た．これはスピーカの指向特性が大きく影響していた．実際のスピーカの移動距離より
大きく移動したように感じることから，音軸に沿った歩行誘導中に，人が音軸をわずか
に外れただけで外れたことがわかるため，方向の修正が簡単になる．最後に距離定位を
調べた．ここでは，仮想音源がパラメトリックスピーカの前面に形成されることによる
影響よりも，スピーカの指向特性による影響のほうが強く出ることがわかった．そして，
室内での結果として，パラメトリックスピーカに近づくほど遠くに知覚することがわか
った．このことから，誘導中にパラメトリックスピーカに近づくほどスピーカから遠ざ
かっているように感じる可能性が判明した． 
 
